
くすりと健康
白
癬
菌
は
、
皮
膚
を
構
成
す
る
タ
ン
パ

ク
質
の
一
種
で
あ
る
ケ
ラ
チ
ン
を
栄
養
源
に

し
て
成
長
す
る
カ
ビ
の
一
種
で
、
皮
膚
の
角

質
層
に
寄
生
し
、
高
温
多
湿
の
環
境
で
増

殖
が
活
発
に
な
る
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
白
癬
菌
が
手
足
に
す
み
つ
い
た
後
に
、

爪
と
皮
膚
の
境
目
か
ら
侵
入
し
て
少
し
ず

つ
奥
深
く
へ
侵
食
し
て
ゆ
き
爪
白
癬
と
な
り

ま
す
。
は
じ
め
は
、
爪
の
先
な
ど
の
一
部
が

白
や
黄
色
っ
ぽ
く
変
色
し
、
痒
み
な
ど
の
自

覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
進
行
す
る
に
し

た
が
っ
て
変
色
部
分
が
広
が
っ
て
ゆ
き
、
最

終
的
に
は
爪
全
体
が
白
や
黄
色
、
褐
色
の

濁
っ
た
よ
う
な
色
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
盛

り
上
が
る
よ
う
に
爪
は
厚
み
を
増
し
て
ゆ

き
、
も
ろ
く
な
っ
て
ポ
ロ
ポ
ロ
と
崩
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

爪
は
塗
り
薬
な
ど
の
薬
が
浸
透
し
に
い

た
め
市
販
薬
で
の
爪
白
癬
の
治
療
は
困
難

で
す
。
そ
の
た
め
爪
白
癬
は
、
皮
膚
科
等

の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
治
療
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
白
癬
菌
に

効
果
の
あ
る
内
服
薬
で
治
療
を
お
こ
な
い

ま
す
が
、
足
の
爪
は
完
全
に
生
え
変
わ
る

ま
で
に
1
年
ほ
ど
か
か
る
た
め
、
症
状
に

も
よ
り
ま
す
が
数
カ
月
か
ら
1
年
ほ
ど
服

用
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

治
療
薬
は
、
テ
ル
ビ
ナ
フ
ィ
ン
と
イ
ト
ラ

コ
ナ
ゾ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
テ
ル
ビ
ナ
フ
ィ

ン
は
毎
日
服
用
す
る
薬
で
、
肝
機
能
障
害

な
ど
の
副
作
用
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
注

意
が
必
要
で
す
が
、
服
用
を
や
め
る
と
回

復
を
す
る
の
で
心
配
し
す
ぎ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
方
の
イ
ト
ラ
コ
ナ
ゾ
ー
ル

は
、
1
週
間
連
続
で
服
用
を
続
け
て
3
週

間
服
用
を
中
断
す
る「
パ
ル
ス
療
法
」と
い

う
服
用
方
法
が
一
般
的
で
、
テ
ル
ビ
ナ
フ
ィ

ン
に
比
べ
る
と
副
作
用
の
心
配
は
少
な
い
の

で
す
が
、
飲
み
合
わ
せ
の
悪
い
薬
が
多
く
、

ほ
か
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
方
で
は
注
意

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
空
腹
時
だ
と
体
に

吸
収
さ
れ
に
く
い
た
め
、
食
後
す
ぐ
服
用

し
た
ほ
う
が
吸
収
が
良
く
な
り
ま
す
。

塗
り
薬
で
は
、
爪
に
対
す
る
浸
透
力
が

高
く
、
爪
白
癬
に
効
果
が
あ
る
エ
フ
ィ
ナ
コ
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つ
め
は
く
せ
ん

爪
白
癬（
爪
水
虫
）

ナ
ゾ
ー
ル
と
ル
リ
コ
ナ
ゾ
ー
ル
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
飲
み
薬
と
違
い
副
作
用
な
ど
の

心
配
が
少
な
い
た
め
、
副
作
用
等
で
飲
み

薬
が
使
え
な
い
時
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
薬
も
変
色
変
形
し
た
部
分
の
爪

が
生
え
変
わ
る
ま
で
使
用
す
る
必
要
が
あ

り
、
数
カ
月
に
わ
た
り
使
用
を
続
け
ま
す
。

爪
白
癬
の
予
防
は
、
白
癬
菌
に
感
染
し

な
い
こ
と
で
す
。
白
癬
菌
は
皮
膚
に
付
着

し
て
も
す
ぐ
に
感
染
す
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
清
潔
に
保
ち
高
温
多
湿
の
環
境
に
し

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
具
体
的
に
は
、

プ
ー
ル
や
公
衆
浴
場
な
ど
を
裸
足
で
歩
い

た
後
は
、
足
の
指
の
間
な
ど
も
丁
寧
に
洗

い
、
よ
く
水
分
を
ふ
き
取
り
し
っ
か
り
乾
燥

さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
家
族
に
水
虫
の
人
が
い
る
場

合
に
は
、
床
の
拭
き
掃
除
を
お
こ
な
っ
た

り
、
ス
リ
ッ
パ
や
タ
オ
ル
の
共
用
を
や
め
て

別
々
の
も
の
を
使
う
な
ど
感
染
の
危
険
性

を
減
ら
す
工
夫
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
北
区
　
薬
局
エ
ビ
ラ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

　
松
本
博
志
）

進めピッコロ

大
鳥

　裕
士

神
戸

人
文

化

・

・

ピ
ッコ
ロ
シ
ア
タ
ー

　館
長

ひ
ろ
し

お
お
と
り

演
劇
が
導
い
て
く
れ
る
想
像
力
、

創
造
力
、
表
現
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
な
ど
な
ど
。
と
り
わ
け
成

長
期
に
あ
る
若
い
世
代
に
上
質
の
舞

台
芸
術
に
触
れ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な

思
い
で
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー（
兵
庫
県

立
尼
崎
青
少
年
創
造
劇
場
）が
開
設

さ
れ
た
の
は
昭
和
53
年
８
月
。
阪
神

文
化
圏
の
舞
台
芸
術
を
愛
す
る
多
く

の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
38
年
。
幅

広
い
世
代
が
舞
台
創
造
や
演
劇
鑑
賞

な
ど
を
身
近
に
体
験
で
き
る
３
つ
の

ホ
ー
ル
、
練
習
室
、
演
劇
資
料
室
な

ど
が
、
広
域
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
ま
し
た
。

全
国
初
の
公
立「
兵
庫
県
立
ピ
ッ

コ
ロ
劇
団
」創
設
は
平
成
６
年
。
以

来
22
年
、
現
劇
団
代
表
　
岩
松
了
氏

（
俳
優
・
劇
作
家
・
演
出
家
）の
も
と
、

35
人
の
劇
団
員
が
本
公
演
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
劇
場
、
オ
フ
シ
ア
タ
ー（
実
験

公
演
）な
ど
、
多
彩
な
創
作
メ
ニュ
ー

と
教
育
現
場
で
の
演
劇
指
導
な
ど
を

事
業
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
２
月
の

劇
団
公
演「
天
空
の
恋
　
谷
崎
と
猫

と
三
人
の
女
」、
６
月
の「
メ
ト
ミ
ミ

ト
ヤ
ミ
　
小
泉
セ
ツ
と
八
雲
の
怪

談
」も
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
と
も
に
充
実
の

ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
は
、
国
内
評
価
で

も
健
闘
中
。
年
間
の
施
設
利
用
・
鑑

賞
者
は
13
万
人
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

神
戸
市
民
の
私
が
劇
場
勤
務
し
て

５
年
目
。
空
気
感
が
微
妙
に
異
な
る

尼
崎
に
も
次
第
に
馴
染
ん
で
き
ま
し

た
。
逞
し
い
庶
民
文
化
の
明
る
さ
と

広
が
り
の
も
と
、
体
感
す
る
の
は
ま

ず
は
経
済
、
商
売
繁
盛
へ
の
熱
い
、

厚
い
雰
囲
気
で
す
。

大
阪
圏
の
尼
崎
な
の
で
し
ょ
う
か
、

こ
の
ピ
ッ
コ
ロ
の
神
戸
市
中
央
区
以
西

で
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。

一
人
で
も
多
く
、
神
戸
市
民
の
皆
さ

ま
に
ピ
ッ
コ
ロ
の
濃
い
魅
力
に
触
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。
来
春
に
は
ピ
ッ
コ
ロ

シ
ア
タ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
企
画
の
第
８

弾
、
第
57
回
公
演「
歌
う
シ
ャ
イ
ロ
ッ

ク
」が
劇
団
初
の
神
戸
公
演
に
臨
み

ま
す
。
作
・
演
出
は
兵
庫
・
神
戸
に
ゆ

か
り
の
深
い
鄭
義
信
さ
ん
、
客
演
に

元
宝
塚
歌
劇
団
の
剣
幸
さ
ん
、
劇
団

☆
新
感
線
の
右
近
健
一
さ
ん
を
迎
え
、

関
西
の
若
手
俳
優
数
名
も
加
わ
り
、

存
分
に
楽
し
め
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇

の
創
造
・
発
信
で
す
。
平
成
29
年
２

月
24
日（
金
）〜
３
月
６
日（
月
）、
神

戸
・
新
開
地
K
A
V
C
で
。
プ
ロ
円

熟
の
創
作
舞
台
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
ピ
ッ
コ
ロ
フ
ァ
ン
層
を
神
戸
に

掘
り
起
こ
し
た
い
予
告
編
で
し
た
。

大鳥　裕士（おおとり　ひろし）

1952年　神戸市生まれ。兵庫県職員を経て、2012年から
（公財）兵庫県芸術文化協会業務執行理事　兵庫県立尼崎
青少年創造劇場＜ピッコロシアター＞館長。
神戸芸術文化会議会員（美術部会・写真）　色彩と造形を探
りつつ森や水辺を巡る自然派。
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